解題 三つの座談会 : サステイナビリティへのアプローチ by 長谷部 俊治



















































































































































































































































示す意味で、機構の時代（2009 年 8 月～ 2013
年 3 月）と研究所の時代（2013 年 7 月～ 2018
年 3 月）に分けて、その歩みを年表形式で掲載し
た。
　さて、座談会のなかでも述べられているが、法
政大学サステイナビリティ研究所は、2018 年 3
月末をもって研究活動の区切りを迎える。しかし、
研究は永遠である。三つの座談会が、今後それぞ
れのテーマを展開していくときに、いくらかでも
資することがあれば幸いである。
注
（注 1） たとえば、気候変動や生物多様性の喪失は、
外部経済に依存した社会構造の、公害や原発
事故の発生は、大規模で集中的なシステムに
依存することの、資源収奪や富の偏在は、コ
スト競争が卓越する産業体制の結果である。
そしてこれらは、いずれも社会の持続可能性
を損っている。
（注 2） 目的・手段図式とは、目的を設定して、その
達成のために人々の行動をコントロールする
体系（詳しくは、平井宜雄（1995）『法政策学：
法制度設計の理論と技法』有斐閣を参照）で
ある。この場合、目的の正当性や倫理性は問
われない。なお、平井は、この図式で政策を
実施するときには、効率性基準と正義性基準
を満たさなければならないとしている。
（注 3） 宮本憲一「序にかえて　歴史は未来の道標
である―公害史研究のすすめ―」（飯島伸子
（2007）『新版　公害・労災・職業病年表』す
いれん舎、所収）。さらに宮本は、「公害研究
者の危険なおとし穴は、（中略）運動の目前の
利害にとらわれて、科学性を失うことである」
とも述べている。サステイナビリティ研究者
に対する共通の警句として記しておく。
長谷部　俊治（ハセベ・トシハル）
法政大学社会学部
